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大阪・関西万博に CG アバターの遠隔操作で参加する 

実証プロジェクトを実施します 

－同実証プロジェクトの市民ボランティアを募集－ 

 

堺市では「堺アバタープロジェクト」の一環として、大阪・関西万博のテーマ事業プロデューサーである大阪大学の石

黒浩教授及び西尾修一特任教授と連携し、大阪・関西万博における石黒教授がプロデュースするシグネチャーパビリ

オン「いのちの未来」と、堺市内にあるアバター実証拠点を ICT 技術でつないだ実証プロジェクトを実施します。 

同実証プロジェクトでは、同拠点からパソコンでパビリオン内の CG アバターを遠隔操作し、パビリオン来館者に挨拶や

注意事項等を案内するアバター遠隔操作市民ボランティア（以下、市民ボランティア）を募集します。 

 

1 実証内容 

パビリオンの入口に設置した受付用のディスプレイに投影した CG アバターを、本市の実証拠点から市民ボランティア

がパソコンで遠隔操作し、来館者案内を行います。市民ボランティアはセンサーを用いて、自身の身体動作に連動

させパビリオン内のCGアバターを動かすことができるほか、手元のコントロールボタンによりCGアバターの声で発話し、

来館者に向けて挨拶やパビリオン内の注意事項の説明等を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 実証期間 

令和 7 年 4 月 13 日（日）から令和 7 年 10 月 13 日（月・祝）のうち、各週 3 回程度 

 

3 アバター実証拠点 

大阪大学 堺アバタープロジェクト実証拠点（堺市南区鴨谷台 2-1-5 光明池サンピア 2 番館 2 階） 

実証プロジェクトで使用する 

CG アバター 

大阪・関西万博 

石黒テーマ事業プロデューサー 

シグネチャーパビリオン 

「いのちの未来」外観イメージ 
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4 市民ボランティアの参加条件・申込方法 

<参加条件> 

・堺市在住、在勤、在学の方 

・年齢制限はありません 

・遠隔操作で必要となるコントロールボタンの操作等が可能な方 

※その他の条件詳細は、専用ホームページをご確認ください。 

<申込方法> 

専用ホームページに記載の内容をご確認いただき、同ホームページに掲載している堺アバタープロジェクトのLINEグ

ループに参加してお申し込みください。 

<専用ホームページ> 

https://www.city.sakai.lg.jp/shisei/toshi/smartcity_torikumi/76052420231208165528442.html 

 

5 堺アバタープロジェクト 

内閣府の「ムーンショット型研究開発制度※」の一環として、人間型ロボットの研究者である大阪大学大学院基礎

工学研究科の石黒教授、同大学先導的学際研究機構の西尾特任教授が主導し実施するもので、これまで高

齢者がアバターをパソコンで遠隔操作し、商業施設での接客等の業務を行い、アバター活用に適した業務選定や

操作性向上のための検討等を行ってきました。本市は同実証プロジェクトを通じ、アバターを活用した地域課題の

解決や住民の生活満足度の向上のための手法の構築をめざしています。 

同実証プロジェクトは、泉北ニュータウン地域をフィールドに、令和 3 年に「泉北アバタープロジェクト」として始まり、令

和 6 年から本市全域にフィールドを拡大し、「堺アバタープロジェクト」に改称しました。また、大阪・関西万博での実

証では、対象者を高齢者から幅広い世代の方に拡大して実施します。 

  ※ムーンショット型研究開発制度の詳細は、以下のホームページをご確認ください。 

（内閣府：ムーンショット型研究開発ホームページ：目標 1） 

https://www8.cao.go.jp/cstp/moonshot/sub1.html 

（ムーンショット型研究開発事業「誰もが自在に活躍できるアバター共生社会の実現」ホームページ） 

https://avatar-ss.org/index.html 

 

6 シグネチャーパビリオン「いのちの未来」 

3 つのゾーンで構成され、先端技術を駆使した多数のアンドロイドやロボット、CG 等のアバターが来館者を出迎えま

す。 

ゾーン別 ゾーン名 展示内容 

ゾーン１ いのちの歩み 日本人がモノにいのちを宿してきた歴史を展示 

ゾーン 2 50 年後の未来 
人間が高度な技術を用いた様々なプロダクトを活用し、アンド
ロイドやロボットと共存しながら暮らす 50 年後の未来を展示 

ゾーン 3 1000 年後のいのち”まほろば” 1000 年後の進化した人間の姿を展示 

https://www.city.sakai.lg.jp/shisei/toshi/smartcity_torikumi/76052420231208165528442.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/moonshot/sub1.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/moonshot/sub1.html
https://avatar-ss.org/index.html
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せ
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（本実証プロジェクトに関すること）                        

担 当 課：市長公室 政策企画部 先進事業担当 

電 話：072-228-7480 

フ ァ ッ ク ス：072-222-9694 

（大阪・関西万博に向けた取組に関すること） 

担 当 課：市長公室 政策企画部 広域連携担当 

電 話：072-222-0380 

フ ァ ッ ク ス：072-222-9694 

 

パビリオンで登場するアンドロイド・ロボットたち ゾーン 2：50 年後の未来 イメージ 
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堺か
らア

バタ
ーで

大阪
・関

西万
博に

参加
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う！

大阪・関西万博の石黒テーマ事業プロデューサーのシグネチャー

パビリオン「いのちの未来」内のCGアバターを堺から遠隔操作

する実証プロジェクトに参加する市民ボランティアを募集中

堺アバター

プロジェクト

遠隔操作の実施場所：
大阪大学

堺アバタープロジェクト実証拠点
（堺市南区鴨谷台2-1-5光明池サンピア２番館2階）

実証の参加申込は

こちらから（QRコード）

アバター遠隔操作
市民ボランティアの条件：

・堺市在住・在勤・在学の方

・年齢制限はありません

・遠隔操作で必要となるコントロールボタンの

　操作等が可能な方
＊その他の条件詳細は右記QRコードでご確認ください
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問合せ：堺市政策企画部



　

tel：072-228-7480

提供：2025年日本国際博覧会協会
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シグネチャーパビリオン外観イメージ


